
国士舘大学（Kokushikan University）

大学生アスリートにおける競技スポーツと人格形成の関係

Relationship between competitive sports and personality development in 
college athletes

秋　葉　茂　季，古　田　仁　志，亀　山　　歩

Shigeki  AKIBA，Hitoshi  FURUTA  and  Ayumi  KAMEYAMA

Ⅰ．背　　景

本プロジェクトは、 スポーツカウンセリング
（以下 spc）における心理的な効果機序を探る研
究の一端として計画されたものであった。アスリ
ートは、競技生活において意識的な作業としては
動作のコントロールに取り組むが、その作業が内
的には心の課題・問題にも影響を及ぼしているこ
とが明らかとなっている（秋葉、2016）。これは、
アスリートが競技スポーツに真剣に取り組むこと
で「自己実現」につながると考えたものである。
アスリートは競技力向上を目指す中で、物的身体

（以下、体）を動かそうとする体験や反対に体を
意識してコントロールしていないにも関わらず動
くといった動かされる体験をしている。これらの
体験自体、さらにはこれらの体験をスポーツカウ
ンセリングの中で言語化することが自己実現と関
係しているということについて多くの議論がなさ
れている。しかし、この体を中核とした自己実現
の過程については、いまだに詳細が明らかになっ
ているとは言い難い。特に、アスリートが体を動
かすときにイメージトして内的に体験している体
のイメージ体験（以下；体験的身体）の役割につ
いてはより詳細な検討の余地があると考える。ま

た、体を動かしている時に内的世界で展開されて
いる「心（意識・無意識）」と「体験的身体」と

「体」の関係性（構造）についても同様に議論が
不十分であると言えるであろう。単なる競技力向
上や実力発揮のみでなく、競技スポーツを実施す
ることが自己実現にも寄与することを説明する上
では上述の問いに答えていくことは必要不可欠で
ある。

本プロジェクトでは、このような課題の一つと
して大学生アスリートのspc着目して、その特徴
について明らかにしていくことを目的とした。

なお、本研究の成果の一部については以下にて
発表済みであり、発展的な可能性についても議論
が進められている。

秋葉茂季（2022）スポーツカウンセリングにおけ
る身体の言語化−個性化に対する効果機序につい
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counseling. ECSS2023, Paris.

ここでは、Akiba, S. & Nakagomi, S. （2023）
にて報告した内容を中心に報告する。

日本では、spcにおける訴えとして体・体験的
身体に関わる訴えが多くある。武田（2008）は、
Spcにおけるアスリートの相談内容について、「心
理的な訴え」に加えて「動作失調」、「怪我」、「食
事」、「睡眠」といった「身体に関わる訴え」もあ
ることを報告している。鈴木（2014）も、アスリ
ートの相談内容について「競技力向上」、「人間関
係」、「身体に関わる訴え」に大別できるとしてい
る。そして、米丸（2017）は、トップアスリート
に限定した調査に行った結果として、アスリート
の相談内容は「人間関係の混乱」、「競技における
精神の安定」、「パフォーマンスの向上・改善」な
どがあることを示した。つまり、Spcでは、心理
的な問題・課題が直接訴えられるのではなく、動
作やプレーなどのパフォーマンスに関わる訴えと
複雑に混在しながら訴えられていることがわか
る。このことからも、Spcにおける課題解決過程
では、「心（意識・無意識）」と「体・体験的身体」
の関係性が重要であると考えられる。

そこで、本研究では大学生アスリートのSpcに
おける体験的身体に関わる訴えの分類を行うこと
を目的とする。そして、分類された語りごとに心
理的な課題とのつながりを心理力動的な立場から
検討することで、アスリートの全体性の回復、人
格的成長さらには競技力向上・実力発揮に向けた
身体的訴えの活用について検討する手がかりとす
る。

Ⅱ．方　　法

大学生アスリート2名のSpc事例における逐語
資料から身体に関わる訴えについて抜き出し箇条
した。そして、筆頭著者によって類似因子につい
て分類した。その後、複数のスポーツ心理学者に

協力を得て分類についてさらなる検討を実施した
（トライアンギュレーション）。

Ⅲ．結果・考察

spcにおけるアスリートの身体の語りについて、
以下の3つの分類が示された。いずれも「心（意
識・無意識）」と物質的な「体」と競技中にアス
リートがイメージとして体験されている「体験的
身体」が複雑に関係しながら訴えとして表現され
ていることがわかった。

１）�意識的に体を動かそうとする体験（分離・分
散）

『足が（走って）地面に着地するとき、足だけ
でなく体全体が、着地の衝撃を受け止めようとし
ています。しかし、身体は反応しない。しかも、
地面を蹴り出した後ろ足は、すぐに前に出ようと
しているのに、なかなか前に戻ってこない。腕は
よく振れているのに、足が遅れて、体全体がバラ
バラになっている。つなげるのに必死なのに...』。

アスリートが意識的に体を動かそうとする時、
身体イメージ通りに動く場合と動かない場合があ
る。いずれにしても、「意識（心）」が「体験的身
体」に働きかけて「体」を動かそうとしている構
造がみられた。このような体験様式は、意識-体
験的身体-体が分離・分散した体験であると言え
る。

２）身体に体を動かされる体験
『（走っている最中）足が棒のように力が入らな

い。もう、動こうともしない…。ただ、感じるだ
けです。考えてはいるんですが、止まらない。で
きない感覚ばかりで、何もできない。自分の体が
動かされているようだ』。

アスリートは、「意識（心）」していないのに勝
手に「体」が動くことを体験する。本人が「体験
的身体」に働きかけるのではなく、「体」の方が

「体験的身体」を通じて「意識（心）」に働きかけ
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てきており、「意識（心）」は傍観するのみという
構造がみてとれた。このような体験様式は、体−
体験的身体−意識の方向性で繋がっている体験で
あると言える。

３）�直接的に競技中のプレーや動きに関連しない
身体的な訴え

『練習の準備をして、自分の部屋から練習場に
行くようにしています。それまでは順調だった。
しかし、ドアを開けると、体の調子がおかしくな
ってくる。足が硬くなり、立っていられなくなる。
呼吸もだんだん荒くなり、 いつの間にか苦しい

（過呼吸）状態に…』、『何も体に入れたくなくな
る（食べることができなくなる）』といった食行
動の異常や『どんどん呼吸が強くなってきていつ
の間にか苦しくなって…（過呼吸）』

アスリートは、一般的な心理臨床で見られるよ
うな心因性の身体症状や行動異常も訴えられるこ
とがある。このような、直接的に競技中のプレー
や動きに関連しない身体的な訴えもみられた。

このように体験的身体に関する訴えを並べる
と、さまざまな角度、側面から訴えがなされてお
り、「心」、「体験的身体」、「体」などいずれかが
個別に問題を抱えていると考えるのは難しいこと
がわかる。全てが一つのまとまりとして問題・課
題を提出していると考える方が適切といえるであ
ろう。河合（2000）も引用しているがデイヴィッ
ト・ボーム（1984）は「心身は相互に影響するに
あらず、むしろ、一体となって、相対的に独立し
た一個の総体を形成するものなり」と説明してい
る。「心」、「体験的身体」、「体」をそれぞれ分離
したものと捉えることはできず、それぞれが、そ
の人の存在の一側面として機能していると理解す
ることが必要であろう。武田（2021）は、心身の
統一的成熟プロセスのモデル構築を目指している
が、そこでも「心」が「体験的身体」へや「体」
が「心」へなどという相互に影響を及ぼすという
関係性ではなく、統一的な個としての一つの総体

における諸側面として関係性を捉えることから考
察が進められている。河合（2000）は、心理臨床
場面において身体のことを考える際に客観的対象
としての身体と自分が生きている身体を区別する
必要があると述べている。しかし一方で、身体を
対象化してとらえる態度が強くなりすぎること
は、自分が生きている身体のことを忘れがちにな
ることや、反対に身体に対する過剰な関心の高ま
りとなる危険性があることも指摘している。その
うえで、「心と身体は、個を形成している諸側面
として一如ではあるが、相対的に独立した存在で
ある」としており、一般の心理臨床場面では心と
身体が独立した存在であり相互に因果関係でつな
がるものではないことを明示している。河合の指
摘する身体は本研究における体ということが想定
される、そして生きた身体は体験的身体と言えよ
う。ここで重要なことは、体を客観的対象ととら
えることは、人間という一つの全存在から一部を
切り離して考えることになるという点であろう。
この全体性という観点を持ち、自己実現を目指す
ことが念頭に置かれ場合、心や体にのみ分節的に
働きかけるのではなく、全体へのアプローチが必
要となるのである。この時、「体験的身体」は「心」
にも「体」にもつながり、双方の関係性をつなぐ
ことや、内界と外界をつなぐ働きを担うと考える
ことはできないだろうか。つまり、全体性のバラ
ンスを保つことや統一的な成熟を目指す場合に働
く一つの機能として存在するのである。Spcの場
合、心だけでなく体によって全体性の回復や自己
実現が主導される場合もあることから両者のバラ
ンスを保ちながらその過程を進めることが必要に
なる。「心」もしくは「体」を独立した存在としつ
つも同一体験を達成するためのつなぎとして体験
的身体は重要な働きをすることになるのである。

Ⅳ．ま　と　め

大学生アスリートのSpcにおける体験的身体に
関わる訴えの分類を行うことを目的とした。その
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結果、1）識的に体を動かそうとする体験（分離・
分散）、2）体に体を動かされる体験、3）直接的
に競技中のプレーや動きに関連しない身体的な訴
えがあることがわかった

また、本報告では、分類された語りごとに心理
的な課題とのつながりを心理力動的な立場から検
討することで、アスリートの全体性の回復、人格
的成長さらには競技力向上・実力発揮に向けた身
体的訴えの活用として、「心」と「体」を独立し
た存在としつつも同一体験を達成するためのつな
ぎとして体験的身体が重要な働きをしていること
を見出した。
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等尺性膝伸展・屈曲筋力と主働筋及び拮抗筋の形状変化量の関係
～Muscle Contraction Sensor法による評価～

Relationship between isometric knee extension/flexion muscle strength 
and deformation amount in agonist and antagonist muscles. 

～Evaluate by MC sensor method～
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プロジェクト研究の概要：
骨格筋の形態及び機能的特性がスポーツパフォ

ーマンスに及ぼす影響を探ることや、専門動作の
運動学的解析によって効率の良い動作のメカニズ
ムを解明することは、アスリートの競技力向上に
とって必要不可欠である。本プロジェクトでは、
バイオメカニクス的観点から筋の機能的特性を定
量化し、それらが専門動作に及ぼす影響について
検討することを目的とする。本年度は等尺性膝伸
展・屈曲運動時における主働筋及び拮抗筋の形状
変化量をMuscle Contraction Sensor（MCセンサ
ー）法により評価し、筋力との関係について検討
した。

Ⅰ．緒　　言

MCセンサー法は、対象とする筋や腱上の皮膚
表面に凸状のチップを取り付けたセンサーを貼付
することで、筋収縮によってチップにかかる圧力
を計測するものであり、この圧力値は筋及び腱の

張力や形状変化量の指標として力学的観点から評
価されている 2） 3）。MC センサー法を開発した
Đorđević et al. 2） 3）は、肘関節屈曲運動時の上腕
二頭筋の活動について検討し、MCセンサー法で
計測した値と肘関節屈曲筋力との間には、極めて
高い相関関係が認められることを報告している。
また、同手法により等尺性膝伸展筋力と膝伸展筋
群（大腿直筋、内側広筋、外側広筋）の活動動態
を評価したものでは、筋長条件に関係なく、MC
センサー法で計測した形状変化量が筋力レベルを
反映することが明らかにされている 7） 8）。このよ
うなMCセンサー法を用いた筋の活動動態の評価
は、主働筋を対象としたものばかりであり、拮抗
筋の活動動態については検討されていない。従来、
単関節における筋力測定は、Biodexなどの測定
機器が用いられることが多く、専用の椅子に座位
姿勢となるため、拮抗筋の活動を評価することが
困難である。本研究では、独自に作成したシート
を活用することで、主働筋のみならず拮抗筋の活
動動態も評価することを可能とした。
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本研究では、等尺性収縮による膝伸展・屈曲運
動時の主働筋及び拮抗筋の活動動態をMCセンサ
ー法で評価し、筋力との関係について検討した。

Ⅱ．方　　法

１．被験者
被験者は膝関節に障害経験の無い成人男性 10

名とした。全ての被験者が運動経験を有しており、
内3名の被験者は現在も専門競技のトレーニング
を継続している者であった。被験者の年齢、身長、
体重は、23.8±1.7 歳、174.1±5.6cm、67.5±5.9kg
であった。被験者には実験の主旨を説明した上で、
実験参加の同意を得た。なお、本研究は国士舘大
学の倫理審査委員会の承諾を得て実施した。

２．筋力測定
等尺性収縮による膝伸展・屈曲筋力はBiodex 

System Ⅳ（Biodex社）を用いて測定し、得られ
たトルク値を筋力の指標とした。膝伸展筋力の測
定は、膝関節完全伸展位を0度として膝関節角度

を90度に、屈曲筋力の測定は、膝関節角度を30
度に設定して実施した。 独自に作成したシート

（Fig.1）を座面の上に固定した状態で座位姿勢を
とらせ、ダイナモメータの中心を膝関節中心に合
わせ、専用の固定ベルトで身体各部位を固定した。
筋力発揮方法は、測定開始から3秒程度で漸増的
に力発揮を行うよう指示し、ウォーミングアップ
後に筋力測定を実施した。

３．MCセンサー法による筋の形状変化量の測定
筋力発揮中の大腿筋群の形状変化量は、先行研

究7） 8）を参考に、MCセンサー法（TMG-BMC社）
で測定した。測定対象部位は、右下肢の大腿直筋

（RF）、内側広筋斜頭（VMO）、外側広筋（VL）
及び大腿二頭筋長頭（BF）とし、いずれも筋腹
部位とした（Fig.1）。MCセンサー法は、対象と
する筋上の皮膚表面に凸状のチップを取り付けた
センサーを貼付し、筋収縮によってチップにかか
る圧力を計測するものでる。本研究では、計測し
た圧力値を、主働筋及び拮抗筋の形状変化量の指
標として評価した。
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Fig.1．Custom made seat and measurement muscles.



４．データ処理及び統計処理
筋力の測定データは、A/D変換解析プログラ

ム（DASY-lab， AP-office社）を用いてデータサ
ンプリング周波数 1,000Hzで PCに取り込み、同
期信号によってMCセンサーのデータと統合した。
MCセンサー法により取得したデータは、安静時
の値を初期値とし、筋収縮中の値から初期値を差
し引いた値を形状変化量の指標とした。分析範囲
は、筋力発揮から最大筋力出現時までとした。筋
力は最大値に対する相対値を求め、5％毎の平均
値を算出した。形状変化量についても最大値に対
する相対値を算出し、トルク相対値の算出区間に
基づいて5％間隔区間毎に平均値を算出した。な
お、筋力の測定後に取得したデータを確認し、ノ
イズが多く含まれたデータについては除外し、膝

伸展筋力は8名、膝屈曲筋力は7名のデータを分
析の対象とした。

形状変化量と筋力の相対値の関係は、ピアソン
の単純相関によって有意性を検証し、有意水準は
5％未満とした。

Ⅲ．結　　果

Fig.2 は膝伸展運動時の形状変化量相対値と伸
展筋力の相対値の関係を示したものである。主働
筋であるRF、VMO及びVLの形状変化量は膝伸
展筋力が高くなるにつれ大きくなり、両者の間に
はいずれも有意な相関関係が認められた（RF：r
＝0.990、VMO：r＝0.975、VL：r＝0.984）。拮抗
筋であるBFについても膝伸展筋力との間に有意
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Fig.2．Relationship between extension torque and deformation amount. 
The gray area indicates the 10% of y＝x.



な相関関係（r＝0.980）が認められた。
次に、膝屈曲運動時の形状変化量相対値と屈曲

筋力の相対値の関係について検討（n＝7） した
ところ、いずれの筋においても屈曲筋力との間に
有意な相関関係が認められた（Fig.3）。相関係数
は、主働筋であるBFが0.993、拮抗筋であるRF
が0.988、VMOが0.994、VLが0.965であった。

Ⅳ．考　　察

大膝伸展筋群は複数の筋によって構成され、各
筋の形状（起始部や停止部）や性質（筋線維の走
行方向）によって役割や運動への関与度合いが異
なる。例えば、膝関節伸展運動には、内側広筋斜
頭が膝蓋骨を内側に牽引し膝蓋骨を安定させ、外

側広筋の牽引力を高めることが報告 9） されてい
る。また、筋力発揮の強度によって協働筋の活動
様相が異なることも指摘 4） 5） 6）されている。ハム
ストリングスを構成する大腿二頭筋は、歩行やラ
ンニングなどの運動時にブレーキをかける動作に
関与し、アスリートの肉離れなど障害発生の多い
筋として知られている。主働筋と拮抗筋さらには
協働筋間における筋の共収縮を評価することは、
アスリートの筋コンディションチェックや障害予
防に役立つものと思われる。本研究では、膝伸展・
屈曲運動中の主働筋及び拮抗筋の形状変化量を
MCセンサー法で測定し、筋力との関係について
検討した。

先行研究では、MCセンサー法を用いて筋の活
動動態を評価したところ、上腕二頭筋の形状変化
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Fig.3．Relationship between flexion torque and deformation amount. 
The gray area indicates the 10% of y＝x.



量と肘関節屈曲筋力との間、膝伸展筋群の形状変
化量と膝伸展筋力との間に有意な相関関係が認め
られ、MCセンサー法の計測値は、筋力レベルを
推定する力学的指標であることが明らかにされて
きた2） 3） 7） 8）。また、筋電図法とMCセンサー法に
より筋の活動動態を評価したものによれば、筋放
電量よりもMCセンサー法で計測した形状変化量
の方が、より筋力レベルを反映する指標であるこ
とが指摘されている 8）。本研究ではこれまで評価
されてこなかった拮抗筋の活動動態を評価し、筋
力との関係について検討した。その結果、膝伸展
筋力と主働筋であるRF、VMO、VL及び拮抗筋
であるBFの形状変化量との間にはそれぞれ有意
な相関関係が認められた。また、各測定値（プロ
ット）はy＝xに近似しており、概ねy＝xに対し
て±10％範囲内に収まっていた。膝屈曲筋力と主
働筋であるBF及び拮抗筋であるRF、VMO、VL
の形状変化量との間にも有意な相関関係が認めら
れた。本研究の結果は、先行研究 2） 3） 7） 8）を支持
するものであり、MCセンサー法で計測した形状
変化量は、主働筋のみならず拮抗筋においても筋
力レベルを推定する指標となりうることを示すも
のである。

筋力発揮時は、主として運動に関与する主働筋
と同時に反対の作用を生じる拮抗筋の活動が認め
られる。従って、筋力の大小は、主働筋と拮抗筋
の共収縮の影響を受ける。Baratta et.al.1）は、関
節の安定性に及ぼす膝関節伸展・屈曲運動時の共
収縮パターンについて検討し、拮抗筋の発揮する
反作用（反トルク）が関節可動域に関係なく一定
程度認められることを報告している。また、大腿
四頭筋の特異的な発達を有するアスリートでは、
ハムストリングスの共収縮に対する強い抑制効果
が認められることも指摘している。これらの指摘
から、主働筋と拮抗筋の筋サイズや共収縮のバラ
ンスを保つことの重要性が伺える。本研究では、
膝伸展・屈曲筋力発揮中の各筋の形状変化量を相
対値によって評価したため、主働筋と拮抗筋の実
測値の大小やその比率については検討していな

い。今後は、先行研究の指摘を考慮し、主働筋と
拮抗筋の共収縮バランスについて評価し、筋のコ
ンディションチェ ックに役立つ情報を提供した
い。

Ⅴ．ま　と　め

本研究では、等尺性収縮による膝伸展・屈曲運
動時の主働筋及び拮抗筋の形状変化量と筋力との
関係について検討した結果、MCセンサー法で計
測した形状変化量は、主働筋のみならず拮抗筋に
おいても筋力レベルを推定する指標となりうるこ
とが明らかとなった。
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